
「
う
ち
の
こ
こ
に
注
目
！
」

見
所
・
レ
ジ
ャ
ー
＆
体
験

泉
質

雰
囲
気

施
設

料
理

旅館・ホテル

温泉 第

回「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０
選
」


年
度「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２
５
０
選
」

旅館・ホテルの魅力を紹介
各部門最上位の温泉、

掲載についての説明 特別企画

温泉地の部門

入賞部門のアイコン

旅館・ホテルの部門

各上位位までに入選している部門のアイコンを表示。

グルメ見所・レジャー 泉質

施設 料理 雰囲気

（４）第３２１３号 第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）３月１８日（月曜日）

観
光
経
済
新
聞
社
が
主
催
し
て

い
る
「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０

選
」
「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２

５
０
選
」
で
は
、
主
な
投
票
者
で

あ
る
旅
行
会
社
や
Ｏ
Ｔ
Ａ
が
選
ん

だ
理
由
を
部
門
ご
と
に
聞
き
、
部

門
別
に
温
泉
地
と
旅
館
・
ホ
テ
ル

各
上
位
１
０
０
位
ま
で
を
紹
介
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ラ
ン
キ
ン
グ

を
丁
寧
に
見
て
い
く
と
、
各
温
泉

地
、
各
館
が
特
に
強
み
と
す
る
と

こ
ろ
が
よ
り
色
濃
く
反
映
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
同
ラ
ン
キ

ン
グ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
当

該
温
泉
地
や
旅
館
・
ホ
テ
ル
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
「
順

位
の
理
由
を
知
り
た
い
」
と
の
要

望
、
「
ど
こ
を
評
価
し
て
も
ら
え

た
の
か
気
に
な
る
」
な
ど
の
声
も

多
い
。

そ
こ
で
、
温
泉
地
は
第

回
投

票
分
の
「
見
所
・
レ
ジ
ャ
ー
＆
体

験
」
と
「
泉
質
」
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
は
２
０
２
３
年
度
投
票
分
の

「
料
理
」
「
施
設
」
「
雰
囲
気
」

の
各
部
門
１
０
０
位
の
中
か
ら
上

位

位
に
焦
点
を
当
て
、
各
温
泉

地
や
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
て
い
く
。

全
国
に
あ
ま
た
あ
る
温
泉
地
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
中
か
ら
選
出
さ

れ
た
部
門
別
上
位
１
０
０
位
は
、

い
ず
れ
も
全
国
的
な
知
名
度
と
人

気
を
誇
る
名
前
が
並
ぶ
。
そ
の
中

の
上
位

位
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

し
て
み
る
と
、
個
性
あ
ふ
れ
る
魅

力
で
多
く
の
顧
客
や
リ
ピ
ー
タ
ー

の
心
を
引
き
つ
け
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

温
泉
で
あ
れ
ば
歴
史
や
泉
質
、

効
能
な
ど
に
加
え
て
地
元
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
雄
大
な
自
然
風

景
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
あ
れ
ば
各

館
独
自
の
料
理
や
イ
ベ
ン
ト
、
館

内
の
設
え
な
ど
、
各
温
泉
地
、
各

旅
館
・
ホ
テ
ル
が
各
部
門
で
選
ば

れ
、
支
持
さ
れ
て
い
る
理
由
や
魅

力
を
紹
介
す
る
。



乳頭山麓に息づく七つの湯、七つの宿

黒湯温泉 蟹場温泉 鶴の湯 妙乃湯

休暇村乳頭温泉郷 孫六温泉 大釜温泉

　湯量豊富な九つのいで湯の郷
角間温泉

穂波温泉 星川温泉 新湯田中温泉 湯田中温泉

地獄谷温泉 上林温泉 安代温泉 渋温泉

名
泉
の
名
に
恥
じ
ず
／
ジ
ビ
エ
提
供

日
本
一
の
星
空
、美
肌
の
湯

乳頭温泉郷見所・レジャー 泉質

昼神温泉見所・レジャー 泉質 下呂温泉グルメ 泉質

草津温泉見所・レジャー 泉質

草津温泉（群馬県）
温泉

乳頭温泉郷（秋田県）
下呂温泉（岐阜県）

雲仙温泉（長崎県）
湯田中渋温泉郷（長野県）

昼神温泉（長野県）

湧
出
量
・
泉
質
抜
群
、新
名
所
も
続
々

湯田中渋温泉郷見所・レジャー

「
国
立
公
園

周
年
」迎
え
る

雲仙温泉泉質

　
十
和
田
湖
・
八
幡
平
国
立
公
園
の
乳

頭
山
麓
に
点
在
す
る
七
湯
が「
乳
頭
温

泉
郷
」。各
湯
が
独
自
の
源
泉
を
持
つ
。

ブ
ナ
の
原
生
林
で
生
ま
れ
る
酸
素
を
深

呼
吸
で
感
じ
、地
底
か
ら
湧
き
出
る
温

泉
に
ゆ
っ
た
り
と
漬
か
り
た
い
。

　付近の沢に蟹が多く住むところ
から命名。宿舎から㍍ほどの原
生林に露天風呂があり、季節の移
ろいを感じながら温泉を楽しめる

　木造校舎を移築したユニークな
宿。それだけに建物内部もノスタ
ルジックな雰囲気が漂う。夏季は
桶の足湯も設置されている

　美しいブナ林に囲まれている静
かな宿。近年新装され、乳頭温泉
郷においては最も近代的な施設で
ある

　軒先を流れる先達川の渓流が美
しくせせらぎを聞きながらの露天
風呂は最高！きめこまかなサービ
スと雰囲気は女性に評判

　乳頭温泉郷最古の歴史を持ち、
秋田藩主の湯治場だった由緒ある
温泉。今なお警護の武士が詰めた
茅葺き屋根の長屋「本陣」が残る

　温泉郷最奥にあり、江戸時代か
らの歴史を持つ。宿横の源泉では
温泉が噴出する様子を見られる。
露天風呂の他に打たせ湯が良い

　
組
合
加
入
７
軒
の
入
浴
が
可
能
な
湯

め
ぐ
り
帖
を
販
売
中
。
宿
泊
客
限
定
販

売
で
価
格
は
湯
め
ぐ

り
帖
２
５
０
０
円

（
湯
め
ぐ
り
マ
ッ
プ

１
０
０
０
円
）
。
各

施
設
の
フ
ロ
ン
ト
で

購
入
で
き
る
。

　湯治場の風情が今も残る「山の
薬湯」。浴舎は宿舎から川に下りた
ところに離れてある。大きな女性
専用の露天風呂が川側にある

休
館
中
。
今
秋
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
予
定

　渋温泉と小さな川を挟んで
橋一つでつながる。古くから
歴史と温泉情緒あふれる街と
して文人たちも多く訪れた。

　
志
賀
高
原
の
麓
、
横
湯
川
、
角
間

川
、
夜
間
瀬
川
の
川
沿
い
に
連
な
る

九
つ
の
温
泉
街
か
ら
成
る
、
い
で
湯

の
郷
。
開
湯
は
１
３
０
０
年
前
と
い

わ
れ
、小
林
一
茶
や
林
芙
美
子
な
ど
、

多
く
の
文
人
墨
客
に
愛
さ
れ
た
名
湯

だ
。

　開湯の歴史は古く７世紀。
世界平和観音、小林一茶の真
筆句碑、一茶の散歩道が見ど
ころ。

　今も残る建物は明治期の独
特の造りでタイムスリップし
たような気持ちで街並みを楽
しめる。

　夜間瀬川沿いの温泉街に宿
が点在。歌人伊藤左千夫が詠
んでいるように星川橋から望
む北信五岳の眺めは秀逸だ。

　志賀高原の山々や北信五岳
を望む地にあり、露天風呂か
ら一望できるところも。６月
中旬にはホタルの乱舞も。

　古くから湯治場として栄え
る。石畳のレトロな雰囲気、活
気ある温泉場として人気。外
湯は九つあり、効能あらたか。

　志賀高原入り口に位置する
木々に囲まれた閑静な温泉。
近くに地獄谷野猿公苑があ
り、歩いて分ほどで着く。

　上林温泉から遊歩道を
分。横湯川の河床から吹き上
げる渋の地獄谷噴泉は国の天
然記念物に指定されている。

　角間川を望む高台の静かな
集落にある素朴な温泉。三つ
の共同浴場があり、宿泊者は
無料で利用できる。

　　　水明館のジビエ料理

　
「
日
本
三
名
泉
」
の
ひ
と
つ
、
下
呂

温
泉
は
「
第

回
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１

０
０
選
」
の
「
泉
質
」
部
門
で
第
２
位

に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
観
光

客
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
。

　
泉
質
は
単
純
泉
（
ア
ル
カ
リ
性
単
純

泉
）
で
、
リ
ュ
ー
マ
チ
や
病
後
・
疲
労

回
復
、
神
経
症
な
ど
の
効
能
が
あ
る
。

滑
ら
か
な
肌
触
り
は
美
容
や
健
康
づ
く

り
に
も
優
れ
た
効
果
が
あ
り
、
女
性
好

み
の
湯
と
い
え
る
。

　
三
つ
の
共
同
浴
場
で
外
湯
が
楽
し
め

る
。
無
料
の
足
湯
も
多
く
、
散
策
の
途

中
で
気
軽
に
入
れ
る
の
も
魅
力
だ
。
ま

た
、
「
湯
め
ぐ
り
手
形
」
を
購
入
す
れ

ば
３
軒
で
入
浴
す
る
こ
と
が
で
き
、
旅

の
記
念
や
土
産
に
も
ピ
ッ
タ
リ
だ
。

　
「
郷
土
料
理
・
ご
当
地
グ
ル
メ
」
部
門

で
は
堂
々
の
１
位
に
。
「
飛
騨
牛
」
な
ど

は
あ
ま
り
に
有
名
だ
が
、
最
近
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
ジ
ビ
エ
料
理
だ
。

　
岐
阜
県
は
、
県
内
で
捕
獲
し
た

イ
ノ
シ
シ
な
ど
を
食
用
と
し
て
有

効
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
正
し

く
解
体
、
処
理
さ
れ
た
肉
な
ど
を

提
供
す
る
店
を
「
ぎ
ふ
ジ
ビ
エ
」

加
盟
店
と
し
て
登
録
し
て
い
る
。

　
下
呂
温
泉
で
は
水
明
館
が
こ
の

加
盟
店
と
な
り
、
ジ
ビ
エ
料
理
を

提
供
。
た
と
え
ば
「
バ
ー
デ
ン
バ

ー
デ
ン
」
で
は
大
鹿
ロ
ー
ス
肉
の

ス
テ
ー
キ
、
「
北
乃
寮
」
で
は
鹿

肉
の
ロ
ー
ス
ト
を
地
野
菜
の
サ
ラ

ダ
風
に
仕
立
て
て
お
り
、
ど
れ
も

「
食
べ
や
す
く
て
お
い
し
い
」
と

評
判
だ
。

　
湯
め
ぐ
り
手
形
で
良
質
の
湯
を
堪
能

「日本一奇麗」な星空を観賞

「美肌の湯」で名高い温泉

　
南
信
州
最
大
の
温
泉
郷「
昼
神
温
泉
郷
」

は
、
昭
和

年
に
発
見
さ
れ
た
新
し
い
温

泉
地
で
、
長
野
県
の
西
の
玄
関
口
、
中
央

自
動
車
道
園
原
Ｉ
Ｃ
か
ら
約

分
、
ま
た

飯
田
Ｉ
Ｃ
か
ら
は
約

分
と
交
通
が
便
利

な
と
こ
ろ
に
あ
り
、
名
古
屋
と
新
宿
か
ら

高
速
バ
ス
が
連
絡
し
て
い
る
。

　
温
泉
は
肌
の
古
い
角
質
を
取
り
、
ス
ベ

ス
ベ
と
滑
ら
か
に
す
る
ア
ル
カ
リ
性
の
中

で
も
、
ｐ
Ｈ
９
・
７
と
い
う
強
ア
ル
カ
リ

性
。
加
え
て
、
保
湿
に
は
欠
か
せ
な
い
ナ

ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
、塩
素
イ
オ
ン
が
豊
富
。

強
ア
ル
カ
リ
性
泉
質
で
素
肌
を
磨
き
滑
ら

か
に
し
、
さ
ら
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
で

し
っ
か
り
保
湿
す
る
、
女
性
に
う
れ
し
い

〝
湯
ヂ
カ
ラ
〟
が
昼
神
温
泉
に
は
期
待
で

き
る
。

　
昼
神
温
泉
を
含
め
た
阿
智
村
は
、
環
境

省
が
認
定
し
た
「
日
本
一
星
空
が
奇
麗
な

村
」
。
そ
の
た
め
地
域
一
体
で
星
空
を
テ

ー
マ
と
し
た
街
づ
く
り
、
温
泉
地
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。

　
「
天
空
の
楽
園
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
」
は
、

村
の
ス
キ
ー
場
（
富
士
見
台
高
原
ヘ
ブ
ン

ス
そ
の
は
ら
）
で
通
年
開
催
さ
れ
て
い
る

満
天
の
星
と
、
星
を
見
る
ま
で
の
過
程
を

楽
し
め
る
星
空
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
。
全
長
２
５
０
０
㍍
、
高
低
差
６
０
０

㍍
、
所
要
時
間
約

分
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

で
標
高
１
４
０
０
㍍
地
点
ま
で
星
空
遊
覧

を
楽
し
め
る
。

　
「
日
本
一
の
星
空
浪
合
パ
ー
ク
」
は
、

星
空
や
宇
宙
に
つ
い
て
学
べ
る
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
な
施
設
。
オ
フ
ィ
ス
内
の
大
ホ
ー
ル

で
約

分
の
特
別
映
像
を
視
聴
、
観
賞
エ

リ
ア
に
移
動
し
て
星
空
ガ
イ
ド
に
よ
る
解

説
を
聞
い
た
後
は
、
自
由
に
星
空
観
賞
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
。

　
■
阿
智
昼
神
観
光
局
☎
０
２
６
５
（
４

３
）
３
０
０
１
。

パ
ル
ス
ゴ
ン
ド
ラ
天
狗

　　新名所「温泉門」

　
草
津
温
泉
は
自
然
湧
出
量
日
本
一
を
誇

る
、
日
本
を
代
表
す
る
温
泉
だ
。
毎
分
３

万
２
３
０
０
㍑
以
上
、
実
に
１
日
に
ド
ラ

ム
缶
約

万
本
の
温
泉
が
噴
き
出
す
。

　
何
よ
り
泉
質
が
魅
力
的
で
「
第

回
に

っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０
選
」で
は「
泉
質
」

部
門
で
１
位
と
な
っ
て
お
り
、
温
泉
フ
ァ

ン
の
心
を
わ
し
づ
か
み
に
す
る
。
日
本
有

数
の
酸
性
泉
で
、
温
泉
街
の
中
心
に
位
置

す
る
湯
畑
源
泉
は
ｐ
Ｈ
２
・
１
ほ
ど
で
、

五
寸
釘
も

日
ほ
ど
で
針
金
の
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
。

　
殺
菌
作
用
が
強
く
、
切
り
傷
や
慢
性
皮

膚
病
、
神
経
痛
、
糖
尿
病
・
高
血
圧
症
な

ど
に
い
い
と
さ
れ
て
い
る
。
「
硫
黄
が
た

く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
入
浴
後
に

真
湯
な
ど
を
浴
び
る
人
も
多
い
が
、
残
り

香
が
嫌
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
浴
び
な
い
方
が

入
浴
の
効
果
が
高
い
」
と
い
う
。

　
一
方
、
「
見
所
・
レ
ジ
ャ
ー
＆
体
験
」

部
門
も
１
位
に
輝
き
、
草
津
町
が
進
め
る

観
光
ま
ち
づ
く
り
が
奏
功
し
て
い
る
。

　
昨
年

月
に
は
、
草
津
温
泉
の
玄
関
口

に
新
し
い
シ
ン
ボ
ル「
温
泉
門
」が
完
成
。

木
を
基
調
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
温
泉
を

流
す
３
本
の
湯
樋
（
ゆ
ど
い
）
を
設
け
、

湯
だ
ま
り
で
は
足
湯
が
楽
し
め
る
。

　
ま
た
、

月
に
は
草
津
温
泉
ス
キ
ー
場

に
新
し
い
ゴ
ン
ド
ラ
と
山
頂
部
の
展
望
レ

ス
ト
ラ
ン
が
お
目
見
え
し
た
。

　
「
パ
ル
ス
ゴ
ン
ド
ラ
天
狗
」
は
１
台
８

人
乗
り
で
３
台
が
連
結
、計

台
が
稼
働
。

全
長
４
７
３
㍍
を
２
分
ほ
ど
で
結
ぶ
。
展

望
レ
ス
ト
ラ
ン
の
名
称
は
「
ク
リ
ス
タ
ル

天
（
そ
ら
）
」
。
ガ
ラ
ス
張
り
で
眺
め
も

抜
群
。
す
し
職
人
が
握
る
本
格
的
な
す
し

も
味
わ
え
る
。

　
近
く
に
は
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
や
日
本
一
の

の
っ
ぽ
な
ブ
ラ
ン
コ
も
あ
る
。

仁田峠に咲くミヤマキリシマ

　
雲
仙
温
泉
は
開
湯
１
３
０
０
年
を
誇
る

日
本
屈
指
の
名
湯
。
古
く
か
ら
湯
治
場
と

し
て
、
観
光
地
と
し
て
、
国
内
外
の
多
様

な
人
々
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
今
年
は
日

本
第
１
号
の
国
立
公
園
指
定
（
昭
和
９
年

３
月

日
）
か
ら

周
年
の
メ
モ
リ
ア
ル

イ
ヤ
ー
に
当
た
り
、
記
念
式
典
（
３
月


日
、
雲
仙
観
光
ホ
テ
ル
で
開
催
）
を
は
じ

め
、
「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
」
な
ど
、
数
々
の
関
連
行
事

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
温
泉
は
白
濁
の
硫
黄
泉
で
、
源
泉
温
度

は

度
ほ
ど
。
「
地
獄
」
か
ら
湧
き
出
る

温
泉
が
そ
の
ま
ま
浴
場
へ
と
届
け
ら
れ
、

場
所
に
よ
っ
て
は
殺
菌
効
果
も
高
い
泉
質

と
い
わ
れ
る
。

　
コ
ロ
ナ
前
か
ら
宿
泊
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
が
進
み
、
温
泉
街
は
従
前
か
ら
大
き

く
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。
観
光
客
の
変
わ
り

ゆ
く
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
。

　
雲
仙
の
春
の
魅
力
の
一
つ
、
ミ
ヤ
マ
キ

リ
シ
マ
。
色
付
く
時
の
雲
仙
岳
登
山
や
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
に
よ
る
空
中
散
歩
の
体
験
が

こ
の
地
の
人
気
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
っ
て

い
る
。
雲
仙
地
獄
周
辺
で
４
月
下
旬
ご
ろ

か
ら
咲
き
始
め
、
池
ノ
原
園
地
や
宝
原
園

地
の
群
落
は
５
月
上
旬
か
ら
中
旬
ご
ろ
。

そ
の
後
、
仁
田
峠
一
帯
へ
と
移
り
、
５
月

中
旬
か
ら
下
旬
ご
ろ
が
見
頃
と
な
る
。

　
地
域
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
旅
館
の
食
事

の
数
々
や
、地
域
に
根
付
く
食
も
魅
力
的
。

先
日
は
雲
仙
市
が
、
専
門
誌
な
ど
が
創
設

し
た「
美
食
都
市
」に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

火
山
が
も
た
ら
す
肥
沃
な
大
地
に
多
様
な

雲
仙
野
菜
が
実
り
、
山
間
部
は
酪
農
が
盛

ん
。
火
山
に
降
り
注
い
だ
雨
が
流
れ
、
に

じ
み
出
る
水
と
養
分
は
有
明
海
を
豊
か
な

漁
場
に
し
て
い
る
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
美
術
館
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
所
で
働
く
新
入
社
員
を
対
象

と
し
た
講
座「
は
じ
め
て
の
雲
仙
さ
が
し
」

が
地
元
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ

て
い
る
。
温
泉
街
で
働
く
先
輩
た
ち
が
講

師
と
な
り
、
地
元
の
自
然
や
歴
史
、
文
化

を
座
学
や
現
地
の
見
学
を
通
し
て
学
ん
で

も
ら
う
も
の
。
地
域
が
一
体
と
な
り
、
人

財
と
訪
れ
る
人
た
ち
へ
の
も
て
な
し
の
心

を
醸
成
し
て
い
る
。

　
■
雲
仙
観
光
局
☎
０
９
５
７
（
７
３
）

３
６
３
９
。

（５） 第３２１３号第３種郵便物認可２０２４年（令和６年）３月１８日（月曜日）



あさや　（栃木県・鬼怒川温泉）施設 料理 雰囲気

おもてなしの心を大切に稲取名物「金目鯛の姿煮」

相模灘一望のラウンジラウンジサービス

山形に名湯、多数在り。名湯ある処、「高見屋」在り。

櫻湯山茱萸高見屋最上川別邸紅 三木屋参蒼来

名湯舎創 湯杜匠味庵山川 高見屋別邸久遠 磐梯名湯
リゾートボナリの森

蔵王
温泉

蔵王
温泉

草薙
温泉

赤湯
温泉

上山
温泉

中ノ沢
温 泉

あつみ
温 泉

小野川
温 泉

深山荘 高見屋

多
種
多
様
な
館
内
施
設
と
芸
術
鑑
賞

「館内」「風呂」「食」に、選ばれる理由あり

鬼怒川の温泉と絶景を堪能 心身をあさやへと誘う空間

和洋中約１００種のブッフェ
食事で１番人気！会席料理にも自信あり

慶雲館　（山梨県・西山温泉）雰囲気

深山荘　高見屋　（山形県・蔵王温泉）施設 料理 雰囲気 稲取銀水荘　（静岡県・稲取温泉）施設 料理 雰囲気

水明館　（岐阜県・下呂温泉）施設 料理 雰囲気

鶴の湯温泉　（秋田県・乳頭温泉郷）料理雰囲気

秘
湯
の
宿
、味
し
み
る
山
の
芋
鍋

稲取銀水荘（静岡県・稲取温泉）

旅館・ホテル

鶴の湯温泉（秋田県・乳頭温泉郷）

水明館（岐阜県・下呂温泉）

深山荘　高見屋（山形県・蔵王温泉）

あさや（栃木県・鬼怒川温泉）

慶雲館（山梨県・西山温泉）

「
世
界
最
古
の
宿
」に
認
定

　
今
年
８
月
に
法
人
化

周
年
を
迎
え
る
静
岡

県
・
稲
取
温
泉
「
稲
取
銀
水
荘
」
。
「
お
も
て

な
し
の
心
」
を
大
切
に
し
て
お
り
、
料
理
や
ラ

ウ
ン
ジ
に
も
そ
れ
は
表
れ
て
い
る
。
前
菜
は
目

で
も
お
楽
し
み
頂
け
る
よ
う
に
、
食
材
も
器
も

季
節
に
よ
っ
て
工
夫
し
て
い
る
。

　
６
階
ラ
ウ
ン
ジ
「
濤な

み

の
音
」
は
、
眼
下
に
相

模
灘
を
一
望
で
き
、
銀
水
荘
の
名
前
の
由
来
で

も
あ
る
き
ら
き
ら
と
輝
く
銀
色
の
海
を
は
じ

め
、
日
が
沈
む
と
水
平
線
に
瞬
く
漁
火
や
深
ま

り
ゆ
く
星
空
な
ど
時
の
移
ろ
い
を
ゆ
っ
た
り
と

感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
だ
。

　
稲
取
で
は
特
別
な
時
に
食
べ
る
金
目
鯛だ

い

の
姿

煮
。
稲
取
銀
水
荘
で
は
、
来
館
さ
れ
る
お
客
さ

ま
に
と
っ
て
特
別
な
思
い
出
と
な
る
よ
う
、
メ

イ
ン
料
理
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
本

来
の
金
目
鯛
の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
を
込
め
て
、
あ
え
て
あ
っ
さ
り
と

し
た
味
付
け
に
仕
上
げ
て
い
る
。

　
昨
年
１
月
か
ら
ラ
ウ
ン
ジ
サ
ー
ビ
ス
「
濤
の

む
こ
う
」を
開
始
。時
間
帯
に
よ
っ
て
フ
ル
ー
ツ

や
搾
り
た
て
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ジ
ュ
ー
ス
、
各
種

ア
ル
コ
ー
ル
類
、
早
朝
に
は
ヘ
ル
シ
ー
な
茶
類

や
フ
ル
ー
ツ
ビ
ネ
ガ
ー
、
夕
食
後
の
時
間
は
ミ

ニ
デ
ザ
ー
ト
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
な
ど
を
提
供
。
稲
取

銀
水
荘
を

時
間
味
わ
い
つ
く
し
て
ほ
し
い
。

山形を過ごす「心のもう一つ
の家」のような場所。平屋造り
の旅亭で蔵王連峰を眺める露
天風呂と蔵王牛会席を堪能

伝統とモダニズム、最上の自
然に調和した独創的な空間。
館内全窓から風光明媚な最上
川を望み、四季の絶景を満喫

創業以来約年、蔵王温泉
を見守り続ける老舗旅館。豊
富な自家源泉は情緒あふれる
湯舟で湯の恵みを味わえる

老舗の温かみ、小野小町ゆか
りの美人づくりの湯に癒やさ
れ、米沢牛など四季折々の郷
土料理を堪能するひと時を

老舗の雰囲気に新しい息吹を
加味した和モダンな雰囲気。
山形の名物料理を気軽に味わ
える種類豊かな食事も好評

全客室が専用露天風呂と庭園
を有する、広々とした温もり
のある空間。食事は部屋食で
ゆっくりと旬の恵みに舌鼓

磐梯朝日国立公園内標高
㍍の豊かな自然の中に建つ。
大浴場や石造りの露天風呂で
乳白色の名湯を掛け流しで

開湯約年のあつみ温泉に
建つデザイナーズ旅館。柔ら
かな湯に癒やされ、新鮮な海
・山の幸を存分に食す旅を

　
宿
泊
者
向
け
に
公
式
ア
プ
リ
を
用
意
し

て
い
る
。
初
回
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
特
典
と
し

て
宿
泊
滞
在
時
に
使

え
る
館
内
利
用
券
５

０
０
円
を
贈
呈
す

る
。
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
。

　
名
湯
一
門
　
高
見
屋（
山
形
県
）

は
、
食
や
雰
囲
気
等
数
あ
る
魅
力
の

中
で
も
極
上
の
温
泉
体
験
に
絶
対
の

自
信
を
見
せ
る
。
趣
の
異
な
る
温
泉

が
各
施
設
を
彩
り
、
来
訪
者
の
心
と

体
を
じ
っ
く
り
癒
や
し
て
く
れ
る
。

館内ツアーの様子

リニューアルした特別室

　
水
明
館
（
岐
阜
県
・
下
呂
温
泉
）
は
、

２
０
２
３
年
度
の
「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ

ル
２
５
０
選
」
の
施
設
部
門
で
２
位
に
選

ば
れ
た
。
下
呂
温
泉
は
、
有
馬
・
草
津
に

並
ぶ
日
本
三
名
泉
の
一
つ
と
称
さ
れ
、
そ

の
歴
史
は

世
紀
頃
の
延
喜
年
間
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
。
昭
和
７
年
に
開
業
し
た
同

館
は
、
能
舞
台
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
を
有
す
る
最
高
層
の
「
臨
川
閣
」
、
展

望
大
浴
場
や
エ
ス
テ
、
バ
ー
な
ど
幅
広
い

施
設
が
入
る
「
飛
泉
閣
」
、
室
内
温
泉
プ

ー
ル
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ジ
ム
が
完
備
さ
れ

た
「
山
水
閣
」
、
茶
室
「
水
幸
庵
」
が
た

た
ず
む
「
青
嵐
荘
」
の
４
館
を
擁
し
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
の

が
特
徴
だ
。

　
昨
年

月
に
は
、
山
水
閣
１
階
の
特
別

室
３
部
屋
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
広
縁

に
は
「
飛
騨
の
匠
」
と
名
高
い
飛
騨
家
具

を
採
用
し
、
飛
騨
な
ら
で
は
の
木
の
ぬ
く

も
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
部

屋
か
ら
見
え
る
日
本
庭
園
は
１
枚
の
絵
画

の
よ
う
な
美
し
さ
で
、
四
季
折
々
の
景
色

を
楽
し
め
る
。
特
別
室
は
、
和
室
と
和
洋

室
の
全
３
部
屋
で
、
２
～
５
人
の
グ
ル
ー

プ
で
宿
泊
す
る
こ
と
が
可
能
。

　
水
明
館
が
誇
る
の
は
客
室
だ
け
で
は
な

い
。
臨
川
閣
の
１
・
２
階
に
は
芸
術
作
品

を
多
数
展
示
し
て
お
り
、
夕
方
５
時
か
ら

無
料
で
館
内
展
示
物
を
解
説
し
て
回
る
ツ

ア
ー
を
実
施
し
て
い
る
。
画
廊
「
大
観
の

間
」
や
和
風
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま

な
絵
画
を
楽
し
め
る
ほ
か
、
人
間
国
宝
の

陶
芸
家
・
加
藤
卓
男
氏
に
よ
る
タ
イ
ル
壁

画
や
、
観
世
流
能
楽
師
・
関
根
祥
六
氏
監

修
の
本
格
能
舞
台
は
特
に
印
象
的
。
凛
と

し
た
空
気
が
漂
い
、
夢
幻
の
世
界
が
広
が

る
。
源
泉
か
け
流
し
の
天
然
温
泉
や
料
理

だ
け
で
な
く
、
日
本
庭
園
や
茶
室
、
そ
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
作
品
を
滞
在
中
に
鑑

賞
で
き
る
の
は
、
水
明
館
の
最
も
魅
力
的

な
点
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　あさやは、鬼怒川温泉
を代表する旅館として唯
一無二の上質な宿泊体↗

↘験を提供する。数多く
の魅力の中から４点を読
者により強く推す。

　
空
中
庭
園
露
天
風
呂
は
鬼
怒
川
温
泉

内
最
高
地
点
に
あ
る
風
呂
。鬼
怒
川
ラ

イ
ン
下
り
の
舟
と
同
じ
も
の
を
湯
船
に

し
た「
舟
風
呂
」や
、「
立
ち
湯
」「
寝
湯
」

な
ど
浴
槽
も
多
彩
。四
季
の
移
ろ
い
に

合
わ
せ
、昼
は
山
々
を
、夜
は
満
天
の
星

を
眺
め
な
が
ら
温
泉
を
楽
し
め
る
。

　「
あ
さ
や
」と
聞
い
て
、秀
峰
館
の
吹

き
抜
け
を
想
起
す
る
人
も
多
い
は
ず
。

３
階
か
ら

階
ま
で
広
が
る
吹
き
抜
け

が
、旅
人
を
あ
さ
や
の
世
界
へ
と
誘
う
。

秀
峰
館
に
は
客
室
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、大

浴
場
、リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
施
設
や
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
が
そ
ろ
う
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
で
は
焼
き
た
て

の
ス
テ
ー
キ
や
揚
げ
た
て
の
天
ぷ
ら
、

オ
ー
ダ
ー
式
の
パ
ス
タ
、
握
り
寿
司
な

ど
を
用
意
。
デ
ザ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
に
は

約

種
の
ケ
ー
キ
や
フ
ル
ー
ツ
が
並

び
、
夕
食
時
に
は
各
種

ア
イ
ス
も
提
供
す
る
。

　
会
席
料
理
も
好
評
。

旬
の
食
材
や
地
元
食
材

を
使
用
し
た
料
理
を
用
意
し
、
味
付
け

は
も
ち
ろ
ん
、
器
や
盛
り
付
け
、
演
出

に
も
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
。
会
席
料
理

は
個
室
料
亭
「
日
光
」
の
他
、
４
月


日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
予
定
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「
Ｗ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
（
ウ

ィ
ス
テ
リ
ア
）
」
で
楽
し
め
る
。

→
あ
さ
や

公
式
Ｈ
Ｐ

乳白色の湯が湧く混浴露天風呂

　
料
理
の
イ
メ
ー
ジ

　
鶴
の
湯
温
泉
は
、
２
０
２
３
年
度
人
気

温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２
５
０
選
の
投
票
理
由

で
、「
雰
囲
気
」

位
、「
温
泉
・
浴
場
」


位
、「
料
理
」

位
と
な
っ
た
。
日
本
の
原

風
景
を
守
り
伝
え
る
秘
湯
の
宿
で
、
山
の

宿
ら
し
い
情
緒
や
露
天
風
呂
が
人
気
と
な

っ
て
い
る
ほ
か
、
山
の
幸
を
生
か
し
た
料

理
も
好
評
価
を
得
て
い
る
。

　
乳
頭
温
泉
郷
の
７
軒
の
宿
の
う
ち
最
も

歴
史
が
あ
り
、か
や
ぶ
き
屋
根
の「
本
陣
」

は
、
寛
永

（
１
６
３
８
）
年
に
２
代
目

秋
田
藩
主
、
佐
竹
義
隆
公
が
湯
治
に
訪
れ

た
際
に
警
護
の
者
が
詰
め
た
建
物
と
い
わ

れ
る
。
一
般
客
の
湯
宿
と
し
て
の
記
録
も

元
禄
時
代
か
ら
残
さ
れ
て
い
る
。

　
乳
頭
山
麓
の
ブ
ナ
の
森
に
立
地
し
、半

径

㍍
以
内
に
白
湯
、黒
湯
、中
の
湯
、滝

の
湯
と
泉
質
の
異
な
る
源
泉
が
あ
る
。数

あ
る
風
呂
の

中
で
鶴
の
湯

温
泉
を
象
徴

す
る
の
が
混

浴
露
天
風

呂
。底
か
ら

湧
き
出
す
、

ほ
の
か
に
青

み
が
か
っ
た

乳
白
色
の

湯
。ひ
な
び

た
湯
小
屋
が

あ
り
、湯
け
む
り
が
立
ち
こ
め
、夏
は
木
々

の
緑
、冬
は
雪
景
色
に
よ
く
映
え
る
。

　
客
室
は
本
陣
、
東
本
陣
、
新
本
陣
、
１

～
３
号
館
に
計

室
。
本
陣
に
あ
る
客
室

な
ど
一
部
の
客
室
に
は
囲
炉
裏
が
あ
り
、

食
事
も
部
屋
出
し
と
な
っ
て
い
る
。
料
理

は
、
み
そ
仕
立
て
の
山
の
芋
鍋
、
山
菜
、

イ
ワ
ナ
の
塩
焼
き
な
ど
を
秋
田
の
伝
統
工

芸
、
川
連
塗
り
の
膳
で
味
わ
え
る
。

　
山
の
芋
鍋
は

年
前
に
提
供
を
始
め
、

今
で
は
名
物
料
理
に
な
っ
て
い
る
。地
元

で
生
産
さ
れ
て
い
る
ね
ば
り
の
あ
る
イ
モ

を
す
り
お
ろ
し
、つ
み
れ
に
。山
菜
や
キ
ノ

コ
、豚
肉
を
入
れ
て
自
家
製
み
そ
で
仕
立

て
る
。も
と
は
し
ょ
う
ゆ
味
だ
っ
た
が
、み

そ
仕
立
て
に
す
る
と
、汁
が
に
ご
ら
ず
、味

が
よ
く
し
み
る
と
い
う
。

　
▽
秋
田
県
仙
北
市
田
沢
湖
田
沢
字
先
達

沢
国
有
林

。
☎
０
１
８
７
（
４
６
）
２

１
３
９
。
　http://www.tsurunoyu.com/

　
山
梨
県
西
山
温
泉
の
慶
雲
館
は
、
創
業

が
飛
鳥
時
代
の
慶
雲
２
年
（
西
暦
７
０
５

年
）
。
「
世
界
最
古
の
宿
」
と
し
て
、
ギ

ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
藤
原

鎌
足
の
長
男
、
真
人
が
開
湯
し
た
と
い
う

温
泉
は
、
千
年
を
超
す
長
い
歳
月
の
中
で

も
一
度
も
枯
れ
ず
、
武
田
信
玄
、
徳
川
家

康
ら
多
く
の
都
人
、
名
将
、
文
人
ら
に
愛

さ
れ
て
き
た
。

　
１
９
９
７
年
、
近
代
純
和
風
建
築
の
４

階
建
て
建
物
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
鉄
筋
造

り
な
が
ら
、
多
種
の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
い
、
１
３
０
０
年
を
超
す
歴
史
と
伝
統

に
ふ
さ
わ
し
い
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い

を
見
せ
る
。

　
自
然
湧
出
の
源
泉
を
４
本
持
つ
。
泉
質

は
「
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
―
硫
酸

塩
・
塩
化
物
泉
」
（
低
張
性
ア
ル
カ
リ
性

高
温
泉
）
。

　
２
０
０
５
年
は
開
湯
１
３
０
０
年
の
ア

ニ
バ
ー
サ
リ
ー
事
業
と
し
て
隣
接
地
で
温

泉
掘
削
し
た
と
こ
ろ
、
泉
温

度
、
毎
分

１
６
０
０
㍑
以
上
（
ド
ラ
ム
缶
約
８
本
）

の
自
噴
泉
を
掘
り
当
て
た
。
こ
れ
ら
の
湯

は
加
温
、
加
水
の
な
い
源
泉
掛
け
流
し
で

６
種
類
の
風
呂
と
各
部
屋
の
風
呂
、
シ
ャ

ワ
ー
な
ど
、
全
館
で
使
っ
て
い
る
。

　
山
河
の
味
覚
を
凝
縮
し
た
食
に
も
定
評

が
あ
る
。
料
理
に
よ
っ
て
８
種
類
の
塩
を

使
い
分
け
る
と
い
う
徹
底
し
た
こ
だ
わ

り
。
最
高
ラ
ン
ク
の
甲
州
牛
を
富
士
山
２

合
目
の
溶
岩
石
で
焼
く
「
甲
州
牛
の
溶
岩

焼
き
」
は
ぜ
ひ
と
も
賞
味
し
た
い
。

　
▽
慶
雲
館
は
、
山
梨
県
南
巨
摩
郡
早
川

町
西
山
温
泉
。
☎
０
５
５
６
（
４
８
）
２

１
１
１
。https://www.keiunkan.co.jp/

慶
雲
館
外
観

野
天
風
呂
「
望
渓
の
湯
」

（６）第３２１３号 第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）３月１８日（月曜日）


